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は じ め に
日本における英語教育 は欧米の知aを 取 り込む必要から、伝統的に英文 を
日本語にす る訳読がその中心であった。 この訳読授業は時代が移 り変わって
も、長 い間カ リキュラムの中で主要な位置 を占めてきた。 しか しこうした英
語教育の結果が、国際化社会に対応するには不十分であるという反省か ら「役
に立つ使える英語 を」、「コミュニケーションを目的 とした英語 を」 とい う声
が英語教育界内外で高 まって久 しい。 こうした中で1989年に文部省学習指導
要領が改定 され、 その基本方針は 「中学校及び高等学校 を通 じて、国際化の
進展に対応 し、国際社会の中に生きるために必要な資質 を養 うとい う観点か
ら、特にコ ミュニケーション能力の育成や国際理解の基礎 を培 うことを重視
す る」 とされた(小 池、1994)。高等学校英語科 目の目標 としては、「話 し手
や書 き手の意向などを理解 し、自分の考えなどを英語で表現する基礎的な能
力 を養 うとともに、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度 を育て
る」 とされてお り、特に聞 く及び話す能力の充実のために 「オーラルコミュ
ニケ0シ ョン」 という科目がA 、B、Cの3つ に分かれて 「英語1」、「英語
II」、「リーディング」、「ライテ ィング」 とともに独立 して設 けられている。
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この新 しい教育課程はすでに1994年から学年進行 をもって実施 されてお り、
来年度か らこの新課程教育 を受 けた学生が大学 に進学 して くることになる。
この流れの中で、大学 レベルで も1991年の大学設置基準の改正 とともにコミ
ュニケーシ ョンを主眼 とした英語教育の様々な改革が行われている。本稿で
は、来年度の新課程教育 を受 けた高校生の大学入学 という現実の中で本学部
の英語教育 カリキュラムのあ り方を応用言語学の研究成果 を参考にしなが ら
検討する。
1コ ミュ ニケ ー シ ョン能 力 を育 成 す るカ リキ ュ ラム
近年、 コ ミュニケー シ ョン能 力の育 成 を目的 に各大学で英語教育 カ リキ ュ
ラムが見直 され、様 々 な試 みが行わ れてい るが、 その内容 はコ ミュニケー シ
ョン能力 とい うこ とを どの ように解釈 してい るか及び大学での英語 教育 の意
義 を どの ように捉 えてい るか に よって違 う。 その内容 は単 に外 国人 教 師や
LL教 室 を充実 させ る、 あ るい は英 会話 の クラス を増 やす といった ものか ら
大学 におけ る英語教育理念 の再検討 とい う本質 的 な改革 に まで実 に多岐 にわ
た ってお り、後者 は主 に新設 の学部 あるいは学科 の場合 に多 く当ては まるよ
うで ある。 ここで は コ ミュニ ケー シ ョン能力 を育成 す るカ リキ ュラムの内容
について応用言語学 の第 二言語習得 の研究 を踏 まえて考察す る。
第二言語 習得研究 の分野で は様 々 なアブmチ が試 み られた後、1970年代
か らコ ミュニ ケーシ ョン能 力獲 得の ため のCommunicativeApproachが注
目され、現在で はあ らゆる学 習者 を対 象 とした英語教育 において その主流 と
な ってい る。 このCommunicativeApproachの理論 的枠組 み について は多
くの研 究者が様 々 な提示 を行 ってい るが、 日本人 の大学生 が習得 すべ き英語
コ ミュニケ_シ ョン能力 とい う観 点か らDubinandOishtain(1986)の分析
を参考 にす る ことがで きる。DubinandOlshtainは、 コ ミュニ・ケー シ ョン能













文法 とい う英語の型 について熟知 していて も使 うべ き場 面で適切 に使用 で
きな くては効果 的な コ ミュニ ケー シ ョンが で きてい る とは言 えない。 これ は
ス ピー キ ングだけでな くライテ ィング にお いて も言 え るこ とで、 日本企業 の
製 品取 り扱 い説 明書 な どに見 られ る文法書引 き写 しの陳腐 な表現や、 日本 の
受験 参考書 の現代 で はほ とん どつかわれ るこ とのない言 い回 しな どが良 い例
で ある。 またDubinandOlshtainはある場面 にお いて どの よ うな時 に発 言
し、 どの ような時 に黙 っているかな どを含 めて、 あ らゆるバ ーバル、 ノ ンバ
0バ ル なメカニズム につ いての知識 が必要 と述べ てい るが
、 こ うした言語 の
背景 にある社会 ・文化的知識 を身 につ けるこ とは異文化 コ ミュニケー シ ョン
とい う意味 で は英語 のみな らず他の言語 において も非常 に重 要で ある。
1・2認 知心理 学的要素
認知心理学 は、 カ リキュラム作成 において、学習者 に様 々 な認知活動 を行
うことがで きるようなタス クを取 り入 れ るべ きであ る、 とい う考 え方 を言語
教育 に示 した。DubinandOlshtainは、言語学 習 にはCALP(cognitive,
コミュニケ幅ション能力育成のための大学英語教一育カリキュラム作成145
academiclanguagepr・ficiency)とBICS(basicinterpers・nalc・mmunlca'
tiveskills)の2つ性 質 を異 にす る学 習が ある とい うCummins(1978)の
考 え方 を紹介 して い る。BICSは 日常 の コ ミュニ ケー シ ョンを中心 と した
face-to-faceのコ ミュニケー シ ョンで、 その状 況 か ら言語 的情報 以外 の情 報
も利 用す る もので あ る。一方 、CALPは 、学校 な どの学習場面 で行 われ る、
よ り認 知活動 を伴 う学 問的な活動 を行 う際 に必 要 な言語能 力で ある。 この中
には創造力 や論理 的応 用力 な ども含 まれ る。 カ リキ ュラム作成 において はこ
の2つ の コ ミュニ ケー シ ョンスキル を学習者 の習熟度 やニーズ に合 わせて取
り入 れ る必要 があ る。例 えば英語 を母 国語 としない学習者 に対 す る英語圏 で
の移民教育 の場 合 には、BICSが中心 にな るこ とが多 いであ ろうし、また同 じ
状 況 で も大学 での学習 を 目的 として いれ ばCALPに 重 点が置 かれ る こ とに
な ろう。
1・3教 育 心 理 学 的 要 素
教 育 心 理 学 に お け るhumanisticpsychology学派 の 研 究 は言 語 教 育 に 多 く
の 示 唆 を与 え 、1earner-centered(学習 者 主 体)の カ リ キ ュ ラ ム を 生 ん だ ・ こ
のlearner-centeredの考 え 方 で は 、 学 習 者 は 自分 の 言 語 学 習 の あ り方 に つ い
て 考 え 、 内 容 や 学 習 活 動 を 選 択 し、 ニ ー ズ や 嗜 好 を表 明 し、 教 師 は知 識 を与
え る とい う よ り は学 習 者 の 学 習 を 促 進 す る役 目 を 担 う。1earner℃enteredの
提 唱 者 の1人 で あ るNunan(1988b)は理 論 的 背 景 と し て 、Bundageand
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bonsonthemestoallowdistinctionsinpatternstoemerge.(p.23in
Nunan,1988)
このAdultLearningThe・ryウこは、 「学生 は自分 に とって適切 な内容 力a提
示 され た場合 よ く学 習す る」 とい う、 当然 の こ とで あるが教 え る側 槻 逃 し
が ちな重要 な示唆が含 まれてい る。大 学での教育現場 で、学生 を大人 として
適切 に捉 えてい るか どうか カ リキ ュラム作成 の際 賑 り返 ってみ る腰 があ
る。DubinandOlshtainはlearner-ce teredのカ リキ ュラム は次 の 目的 を達
成 す る もの としてい る。
1.学 習者の視点 か ら見 て意義 のあ るコ ミュニ ケー シ ョンに重点 が置 かれ
る。 テキス トは語学 学習用 に修正 され た ものでな く実 際 に社会 で使われ
て いる もの を内容 と し、 タス クはコ ミュニ ケー ション活動 であ る。 目標
にっいて はあ らか じめ到達点 を設定す るので はな く学習者 と相 談 して決
め る。
2.学 習者 が常 に中心で個人 が重視 され る。
3.学 習者が意思決定 のプ ロセス に関わ り、学習 は自己実現 の経験 とみな
され る。
4.他 の学習者 はその学習者 と関わ り、助 け、評価 す るサポー トグルー プ
とな る。
5.教 師 はシラバ スや教材 に固執 す るので な く、 クラスの雰囲気 を考慮 し
て学習者 の学習 を促 進 させ る役割 を担 う。
6.対 象言語 につ いて概 念的説 明 をす る際、必要 であれ ば母国語 をその助
け とす る。
(p.76,translatedbytheauthor}
このlearner-centeredの考 え方 は、 「学 習者 は どの文 法項 目を教 え られ る
べ きか」 あるいは 「どの教授方法 が公正 な評価 を出 しや すいか」 と
い った教
師側 中心 のカ リキュラム作成 が うま くいかなか った ことを反映 して生 まれ て
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い る。 この1earner-centeredの視点 は、学習者(特 に大人)の 学習意欲 に も
深 く関わ るだ けにカ リキュラム作成 の際 に十分留意 され る必要が あ る。
2大 学 レベルにおける英語教育の意義 と目標
大学 とい う学習場面において英語教育 を行 う意義 はどこにあるのだろうか。
日本では、ビジネス としての英語学校での英語学習機会 を容易に利用するこ
とができる。 この状況の中で、 コミュニケーション能力の育成 を掲 げなが ら
大学での英語教育の理念 を適切 に設定する必要があろう。前述のDubinand
Olshtainの分析 を利用すれば、2つ 目の認知心理学的要素 にその鍵が隠され
ているように思われる。創造力や論理的応用力 も含んだ認知活動 としてのa
語学習に重点を置 くというところに大学教育の中での英語教育の意義が見出
せ る。欧米で盛んな第二言語習得研究はその学習者を主 として 自国内の移民
としているため、その研究成果 をそのまま日本の大学での外国語 としての英
語教育に当てはめることは難 く、日本の大学の事情・ひいては各大学固有
の状況 を考慮にいれる必要があることは明 らかである。 ここでは極 めて日本
と類似 した状況 にあるベル リンのFreeUniversityと、1989年に新設された
日本の東洋英和女学院大学の例 を検討する。
2・1FreeUniversity(Berlin)の 英 語 教 育
ユラ
CommunicativeApProachの範 疇 に 入 る 、Content-basedInstructionにつ
い て 詳 し く解 説 したContent-basedSecondLanguageInstructionの中 で
Brintonetal.(1989)は外 国 語 と して の 英 語 教 育 の 例 と し て ベ ル リ ンのFree
Universityの例 を挙 げ て い る。 こ の 大 学 の 学 生 は 日本 と同 じ く入 学 以 前 に少
な く と も6年 間 の 英 語 教 育 を受 け て い る こ とが 前 提 と な っ て い る 。 さ ら に ド
イ ツ の 高 校 で は ス ピー キ ン グ 、 ラ イ テ ィ ン グ よ り は む し ろ文 法 構 造 の 学 習 や
訳 読 に 重 点 が 置 か れ て い る とい う点 も 日本 の 状 況 と類 似 して い る。 日本 の 大
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学 と大 き く異 なる点 は大 学1年 次 の1学 期 に行 われ る週12時間 のイ ンテ ンシ
ブ コー スであ る とい う点 で あ る。FreeUniversityの英語教 育 の4つ の 目標
は以 下の通 りで ある。
1.学 生 の社会 的ニーズ及 びアカデ ミックニーズ に関連 した意義 あ るタス
ク とプ ロジェク トを通 じて学生 を英語 に間断 な く触れ させ るこ とによ り
、
英語 のスキル を活性化 させ発展 させ る機会 を提供 す る。
2.イ ンテ ンシブ コース修 了後 も大 学及 び将来 の職業生活 の中で継続 して
英 語 を学 習 し、 また使用 で きるように言語 プロセ ススキル及 び学習 ス ト
ラテジー を身 につ け発 展 させ る援助 をす る。
3.大 学 にお いて効 果的 な学習 を可能 にす る一般 的 なアカデ ミックスキル
を身 につ け発展 させ る援助 をす る。
4.英 語圏 に生活 す る人 々への理解 と異文化 コ ミュニケー シ ョンを可能 に
す るための文 化 ・社会 ・政治的 な洞察 を深 める機 会 を提供 する。
このイ ンテ ンシブ コースの教材 はすべ て実際 に英語圏 で使 用 され てい るメ
デ ィアか らの・英語学習用 に修正 されてレ・ない もの で、 プ リン ト、 オ0デ ィ
オ、 ビデオ、 ス ライ ドな どあ らゆる形態 を利用 し、 その内容及 び方言 は多岐
にわた っている。
このイ ンテ ンシブコー スは先 に挙 げた コ ミュニケー シ ョン能力 を支 える3
つの要素 の全 てがカ リキ ュラム に反映 され てお り、全体的 に言 語学習 の認 知
的 側 面 を 強 調 したCumminsのCALPに 重 点 が 置 か れ て い る。learner,
centeredとい う観点 では、大 学入学直後 で専攻 を決定 す る以 前の学生が対 象
で あるた め、学生 の多様 なニ ーズ に対応 す るこ と(専 攻 に適合 したEnglish
forSpecificPurposes)は事 実上不可能 であ りacademiclearningskillsに
焦点 を当てざ るを得 なか った とい うことだが、 これ は学生 のニーズの最大公
約数 であ る とい う意味 で はlearner・centeredcurriculumとな ってい る。コー
スの レベル とい う観点 で は対 象学生 は 日本 と同 じ6年 間の英語教 育 を受 けて
きた もの となってい るが、オーセ ンテ ィ ックな教材 でタス クや プロジェク ト
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をこなすわけであるか ら英語の基礎力 自体 には何 ら問題のない習熟度の高い
学生に最適なカ リキュラムと醤 える。
2・2東 洋英和女学院大学 に おける英語教育
日本 において も従来 の カ リキュラム を見直 し、国際化時代 に合 った新 しい
英語教育 カ リキュラム作 成の試 みが多 くの大学 で見 られ る。 その中で も英語
教育 の理念 とい う点 に焦 点 を絞 って東 洋英 和 女学 院 の例 を挙 げ てみ る。鳥
飼 ・進藤(1996)の報 告 に よる とカ リキ ュラムの 目的 は2つ あ り、第1の 目
的 は英語 につ いての知識 を得 るのではな く、将来 実際 に使 うことを念頭 にお
いた英語教育 、第二 の 目的 は、専 門の勉強 をす るにあたって役 に立 つ英語教
育 で ある。特徴 として は、授 業の少 な くとも90%は英語 で行 い、またCommu-
nicativeApProachの発信型英語教育 で、自分 で何 か を考 え・自分 で書 き・話
す とい った学習者 が主体 的 に参加す る形態 を とってい る点 が挙 げ られ る。具
体 的 には リスニ ングでは英語 で レクチ ャー を聞 き、理 解 し、 メモ を とる こと
を学 ぶ。 ス ピーキ ングで はその講 義 に基づ き、 デ ィスカ ッシ ョン、 ア ィベ ー
ト、 プレゼ ンテー ション等 を行 う。 リーデ ィングで は日本語訳 は行 わず に英
語 の まま理解 し、 内容 を把握 し、サマ リーやパ ラフレーズ、 デ ィスカ ッシ ョ
ンやデ ィベ ー トを行 う。 ライテ ィングで は、和文英訳 は行 わず全 て ク リエ イ
テ ィブ ・ライテ ィングで、1年 次 、2年 次 を通 じて リサーチペーパー を英 語
で書 くための様 々な訓練 をす る。授 業時間数 は1年 次 に必修6単 位(1ク ラ
ス=2単 位通 年)、2年 次 に必修6単 位 であ る。 このほか に、選択英語、上級
英語、通訳入門、上級 外国語 の英語 が設 け られて い る。TOEFL(Testof
EnglishasaF・reignLanguage)のITP(lnstituti・nalTestingPr・gram)
によ り3段 階 に分 けた進度別 クラス編成 が とられてい る。 この カ リキュラム
の今後 の課題 は2つ 報 告 されて いる。 まず1つ は英語学習 に関 して意欲が乏
しい、・また は基礎力 に欠 ける学生へ の対応 として、カ リキ ュラムの 目的 を変
え るこ とな く学生 の レベ ル に合 った教育 方法の確立 をす るこ と、 もう1つ は
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専任 ・非常勤 を含 めた40人近 いスタ ッフの教育内容の格差 を少な くすること
である。
以上2つ の大学の英語教育カ リキュラムを挙げた。両者に共通 している英
語教育カ リキュラムの理念は、大学及び将来の職業生活で役に立つ認知活動
を伴 うコミュニケーション能力の育成 を目指 している点である。 まさにこれ
は大学での教育意義 に合致 した理念 と言 うことができる。 しか しこうした理
念に基づいたカ リキュラムの直面する問題 は、鳥飼 ・進藤 も今後の課題であ
ると述べているように、基礎力の不足 した学生、学習意欲の低 い学生への対
応の問題である。 これは一部の大学を除けば、1ヨ本のほ とん どの大学が多か
れ少 なかれ抱える問題であろう。英語の基礎力が低 いということは、中学 ・
高校 と6年 間英語教育を受けてきた事実 を考 えれば、英語 という教科に関す
る学習ス トラテジーを身 につけていないということはできるか もしれないが、
認知的 ・学問的活動に対する関心がないということにはならない。従 って基
礎力のない学生 にはや さしい英会話やゲ,__.ム、単純 な和訳や簡単な日本語か
らの英作文 をさせるとい うのでは明 らかに不適切で、そ うしたカ リキュラム
では学生の学習意欲 も自ず と減退 していこう。また、た とえ入学時に認知的・
学問的なものに対す る関心が薄かった として も、そうした ものに対する興味
や関心 を引き出 し、育てることは、現代の多 くの大学 にとって大変重要な教
育 の意義であるに違いない。
3神 奈川大学経営学部の英語 カリキュラムの現状 と課題
本学経 営学部 の英語 カ リキ ュラム(経 営学部 教員が 同キ ャンパ ス内の理学
部 の英語教育 も同 じカ リキュラムにて担 当)は 入学 時 と1年 次修了時 の プレ
イスメ ン トテス ト(経 営学部教 員が独 自に作成)の 結果 に よる習熟度 別A 、
B、Cの3ラ ンクの クラス分 けを した上 で、様々 な開講講座(資 料)か ら学生
が 自分 の興 味関心 に合 ったク ラスを選 んで履修 す る ことがで きる とい うシス
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テムになっている。各開講講 座には15人か ら45人程度の定員が設 けられてい
るため、講座 によっては学生の第1希 望 に合致 しないこともあるが、その場
合で も学生の第3希 望 までにはほとんど対応で きる状況である。 この英語カ
リキュラムは英語 を入学試験で必要 としていない学生か ら、すでに高い習熟
度を持っ学生、 または海外ですでに英語 をある程度身につけた帰国子女の学
生 にまで対応できる点 と、 また学生が受講講座 を選択で きるという点で、多
くの他の大学 と比較 してかな りきめ細かなカ リキュラムであると言 うことが
で きよう。
本稿の導入で述べたように来年度か ら新教育課程 に基づ く教育を受けた学
生が入学 して くる。 こうした状況で現行カ リキュラムをさらに改善 してい く
場合、英語カ リキュラムの目標 を習熟度別 に明確 にし、それに合わせて各講
座の内容 を非常勤講師 を含 めた全スタッフとともに検討 し、さらにそれを学
生が履修決定 をする際に役立つ ように 「講義計画」(理学部 は講義要綱)に提
示 してい くことが重要である。 この習熟度別のカ リキュラム目標の設定の背
景には、習熟度のAとCと の間には相 当の幅があ り、1つの目標 を設定で き
ない という事情がある。入学試験 に英語を必要 としなかった学生がその多 く
を占める翌熟度Cで は英文の構造の仕組みか ら復習する必要があるが、習熟
度Aの 場合にはもはや英語について教 える段階ではな く、既存の英語力を使
って意義ある知的活動 をさせ ることに重点を置 くほうが効果的である。
具体的には各習熟度の学生 の特性 とニーズを考慮 して以下のような点 を盛
り込んだ目標 を提案 したい。
各習熟度共通の方針=
学習者主体の、コミュニケーション能力育成を目的 とす るカ リキュラム
習熟度A:
1.学 生の社会的二〇 ズ及びアカデ ミックニーズに対応する。




1.基 礎力 の確認 を しつつ実際 に学生 に とって意 義 ある コ ミュニケー シ ョ
ンタス クを行 うこ とによ り基礎 力 を定着 させ る。
2.履 修修 了後 の大学生活 や職業生活 の中で英語学習 を継続 で きるよ うに
学習 ス トラテジー を身 につけ させ る。
習熟度C:
1.中 学、高校 までの文法 内容 を実 際 に使 う中で丁寧 に確認 させ る。
2.学 生 に とって意義 ある コ ミュニケー シ ョンタス クを行 う中で学習意欲
を向上 させ、持続 させ る。
3.履 修修 了後の大学生活 や職業生活 の中で英語学 習 を継続 で きるよ うに
学習 ス トラテ ジー を身 につけ させ る。
習熟度Aの ク ラスで は先 に述 べた理 由か ら、CALPにその重点 を置 くこと
が妥 当だ と考 え られ る。 また、 リーデ ィング、 ライテ ィング、 ス ピーキ ング、
リスニ ング・の ように個々 の スキル に焦点 を当てたSkill-GettingStrategies
(DubinandOlshtain,1986)ではな く、む しろ学生 の将来 の職業 生活や学問 ・
研究生活 での実際 の英語 の使 われ 方 を想定 して よ り実際の使われ 方 に近 い形
で4技 能 をすべて統 合 した形 の シラバ ス を作成 で きれ ば学生 の知 的探 求心 を
刺 激 し、学習意欲 の向上 につ なが る と考 え られ る。 シラバ スのデザイ ンとし
て は特 定 の知識 や ス キル を身 につ け る こ とを 目的 としたproduct-oriented
よ りは学習経験 の プロセ スその もの を目的 としたprocess-oriented(Nunan,
1988b)のほ うが この場合 よ り適 して いる。例 えば1つ のテ 一ーマ につ い て資料
を読 み 、 ビデオ を見、 テー プ を聞 いて情報 を得た上で それ らの情報 を もとに
自分 の考 えをま とめて書 き、 グルー プデ ィスカ ッシ ョンを し、 その結果 を発
表す る といった一連 の シラバ スや、 自分 の興 味 のあ るテーマで グルー プを作
り、新 聞、雑誌 、 デー タベ ースな どあ らゆるメデ ィア を利用 して調 べ、専 門
家 や諸機 関 にイ ンタ ビュ._._をした り、 ア ンケー トを行 うな どの リサ ーチ をし、
それ を効果的 な表現 方法 で発 表す る といった リサーチ ・プ レゼ ンテー シ ョン
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な ど のcontent-basedシラ バ ス が 挙 げ られ る。 ま た リサ ー チ ペ ー パ ー の 書 き
方 を教 え 、1年 を か け て き ち ん と した リサ ー チ ペ ー パ ー を 書 き上 げ るtask-
basedシラ バ ス も考 え られ る。DubinandOlshtain(1986)は・ この 言 語 を
使 用 す る こ と に 重 点 を 置 くprocess-orientedの教 育 方 法 を 学 習 者 の 全 体 的
な 言 語 獲 得 を 高 め る もの で あ る と し、 そ の 重 要 な 要 素 を10列挙 して い る が 、
こ こで は そ の う ち 先 に 述 べ たcontent-based、task・basedシラ バ ス に 関 係 の












DubinandOlshtainは'1青報 を収集 しそれ を組 み立 てた り問題解 決 をす る
とい う認知 活動 の中で、学習者が言語 の使 い方 について学 ぶので はな く、 自
然 な形 で言語 を使用 す る能 力 を高 め る ことがで きる点 を強調 して いる。言語
のその ものや言語 の使 い方 につ い ての知識 はす で に習 得 して い る習 熟度A
の クラスに、 このprocess-orientedの教育方法 が適 してい るこ とが確認 で き
る。
習熟度Bは 、基礎 的 な文 法知識 も各言語 スキル も十分 に定着 していない学
生 が その大 半 を占める。 また学生 に よって どのスキルが どの程 度不十分 で あ
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るか も様々 であ る。 この レベ ルで はや は り基礎 の確認 とskillgettingに焦点
を当 て ざる を得 な い。 しか しそ の場 合 で もBundageandMackeracher
(1980)が前述 のAdultLearningTheoryで述 べ ている ように、学 習者 に と
って意 義 の あ る適切 なinformationを様々 なsensorymodesで提 示 して学
習意欲 を向上 させ、4技 能 全 てを使 った意義 あ る認知 的 コ ミュニ ケー シ ョン
へ と繋 げてい く努力 をシラバス作成上 で示すべ きであ る。
学習 ス トラテジー とい う点 について は最近研 究が盛 んであ るが、一般 的 な
見解 として学習者 に学習 ス トラテ ジー を教 える意義 が主張 され てい る。 実際
習熟度Bの 場 合、「英語 の勉強 の仕方が よ くわか らない」とい う点が学習意欲
低 下 の原因 で あ る例 も多 い。学 習 ス トラテ ジー研 究 で はOxford(1990)の
StrategyInventoryforLanguageLearning(SILL)が最 も頻 繁 に使 用 さ
れて いるが、これ はESLの 環境 をその前提 としてお り、EFLの環境 であ る日
ヨラ
本 の学 習現場 には合わ ない点 もすでに指摘 されて い る。Oxford自身 はEFL
環境 に も応用 で きる と述 べ ているが、今後 日本 の環境 、 さ らには本 学部 のそ
れ ぞれ の習熟度 の学生 に適 した もの を開発 してい く必要 があ ろ う。 早急 に必
要 な もの として、metacognitivestrategiesの強化が考 えられ る。例 えば、文
章 の正確 な読 解がで きなかった場合、 なぜで きなか った のか、 どこが間違 い
なのか を分析 、認識 しよう とせず に、正解 をノー トに写 しそれ を丸暗記 しよ
う とす る学生 が多 く見 られ る。「どこがわ か らないのかわか らないの で取 りあ
えず丸暗記 して試験 に臨 む」 とい う習慣 が高校 までに身 についてい る学 生 に
self-monitoring、self-evaluatingの習慣 をつ けさせ、 さらに問題 を自分 で解
決 させ る力 をつ けさせ なけれ ば、履修修 了後 に学習 を継続 で きるようにはな
らない。
習熟度Cの 学生 の一般的 な特徴 は、高校 までの英語 の授 業 についてい けな
くなって途 中で諦 め、従 って大学入試で は英語 を受験 しなか った とい うこ と
で ある。実際 には中学校 で習得 してお くべ き文法知識 が大幅 に不足 あるいは
全 く欠落 している場合が ほ とん どであ る。 しか し学習意欲 が低 い とい うわ け
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ではな く、 この状態では将来困 るであろうという危機感 を十分持 ってお り、
また同時に現実的な問題 として必修である英語で単位 をとらなければ卒業で
きない という問題 に直面 しているので、ある意味では切実な学習意欲が伝わ
って くるレベルである。この習熟度Cレ ベル こそ社会 に送 り出す前のラス ト
チャンスとして基本的なことを適切な指導で丁寧にわかるまで行 うべきであ
る。同時に様々な方法で刺激 を与 え、英語 を習得することによる様々な可能
性の広が りを具体的に示 しなが ら学習意欲 を上 げる努力をすべ きなのは他の
習熟度の学生への対応 と同 じであ り、 また学習ス トラテジーもより詳細に指
導する必要があろう。
お わ り に
近年30年間の間に欧米での第二言語習得研究はめざましい進歩 を遂げ、多
くの実証的研究に基づいた理論が展開されてきた。 こうした動きは先の文部
省学習指導要領の改訂にも確実 に影響 を与 え、さらには大学での英語教育 に
も変革の必要性 を迫 っている。特 に本学部 は 「国際社会で活躍 し得 る人材の
育成」 をその目標 に掲 げてお り、 この意味で英語 を含めた外国語教育 に課せ
られた責任 は重大である。本学部 の英語教育のさらなる発展のために時代の
流れや学生の状況、ニーズに応 じてカ リキュラムの評価 ・分析 を行 い、常 に
カ リキュラムを改善 していかなければな らない。本稿で述べた以外にも、学
生による授業評価、講義計画の記述内容の充実、再履修者への適切な対応な
ど今後の課題 は山積する。 また、1年 次生の全員、2年 次生の70%、理学部
1年次生、2年 次生の全員を担当す る関係から、多 くの非常勤講師に依存せ
ざるを得ない現状であるため、授業内容の必要な範囲での統一が とりに くい
という問題 もある。 こうした問題 を解決 してい くためには、カリキュラムを
作成 し実施 してい く際 に、専任 ・非常勤 を問わずすべての英語教育スタッフ
が状況 を報告 し、意見 を交換 し合い、綿密に打ち合わせ をする必要があるこ
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と は 言 う ま で もな い 。curriculumdevelopmentはprofessionaldevelopment
で あ る とい うNunanの 言 葉 を励 み に 試 行 錯 誤 し な が ら よ り学 生 主 体 の 英 語







































1)4技 能の どれかに焦点 を当てる授業内容や文法項 目ごとにシラバス を作成
するので はな く、あるテ0マ について、様々なアブmチ で教授す る教授 方
法。Brinton(1989)らが 「銃規制」をコンテン トとして挙 げた例 に次のような
ものがある。「銃規制」について、まず必要なボキャブラ リーを学習 した後でラ
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ジ オ番 組 を聞 き、 ノー トを取 り、 ワー ク シー トの 質 問 に答 え る。次 に ロ ール プ
レー を行 って 、 それ ぞれ の 意 見 の相 違 点 をつか み 、作 文 を書 き、 セ ンテ ンス レ
ベ ル の文 法 指 導 を受 け る。次 に新 聞 や 雑 誌 の記 事 を読 んで 情 報 を得 、デ ィス カ




3)木 村 松 雄 「CELT及び英 語 学 習 調 査 か ら見 る大 学 生(教 養課 程)の 英 語 学 力
諸 相 に関 す る継 年 的研 究(II)」第35回(1996年度)大 学 英 語 教 育 学 会 全 国大
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